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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧縮機、熱源側熱交換器、複数の絞り装置、複数の熱媒体間熱交換器の冷媒側流路、及
び、循環経路を切り替える複数の冷媒流路切替装置を冷媒配管で接続して熱源側冷媒を循
環させる冷媒循環回路と、
　ポンプ、複数の利用側熱交換器、熱媒体流路切替装置、及び、前記熱媒体間熱交換器の
熱媒体側流路を熱媒体配管で接続して熱媒体を循環させる熱媒体循環回路と、
　２つ以上の前記利用側熱交換器が収容された室内機と、
を備え、
　前記複数の熱媒体間熱交換器の一部に低温低圧の熱源側冷媒を流して前記熱媒体を冷却
し、前記室内機に収容された前記利用側熱交換器の一部に、冷却した前記熱媒体を供給し
、
　前記複数の熱媒体間熱交換器の他の一部に高温高圧の熱源側冷媒を流して前記熱媒体を
加熱し、前記室内機に収容された前記利用側熱交換器の他の一部に、加熱した前記熱媒体
を供給する、レヒート除湿運転モードを実行する空気調和装置であって、
　前記室内機から吹き出される空気の温度と目標温度との温度差、及び、前記室内機から
吹き出される空気の湿度と目標湿度との湿度差に基づき、冷却した前記熱媒体を供給する
前記利用側熱交換器の熱交換能力を設定し、
　前記室内機から吹き出される空気の温度と目標温度との温度差に基づき、加熱した前記
熱媒体を供給する前記利用側熱交換器の熱交換能力を設定し、
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　前記熱交換能力に基づき、前記利用側熱交換器を循環する前記熱媒体の循環量及び前記
熱媒体の温度の少なくとも一方を制御する制御装置を備え、
　前記制御装置は、
　前記目標温度と前記目標湿度とに基づき露点温度を求め、冷却した前記熱媒体の温度の
目標値を、前記露点温度に設定する
ことを特徴とする空気調和装置。
【請求項２】
　前記制御装置は、
　前記空気の温度が高く、前記空気の湿度が高いほど、冷却した前記熱媒体を供給する前
記利用側熱交換器の熱交換能力を大きく設定し、
　前記空気の温度が低いほど、加熱した前記熱媒体を供給する前記利用側熱交換器の熱交
換能力を大きく設定する
ことを特徴とする請求項１に記載の空気調和装置。
【請求項３】
　前記制御装置は、
　空気の温度と湿度との相関関係を示す空気線図を、前記目標温度と前記目標湿度との差
に応じて複数の領域に区分し、前記複数の領域毎に熱交換能力を予め設定し、
　前記空気の温度及び湿度に対応する前記領域の熱交換能力を、加熱した前記熱媒体を供
給する前記利用側熱交換器に設定する
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の空気調和装置。
【請求項４】
　前記制御装置は、
　冷却した前記熱媒体の温度を、前記冷媒循環回路を循環する熱源側冷媒の蒸発温度を制
御することで調節する
ことを特徴とする請求項１～３の何れか一項に記載の空気調和装置。
【請求項５】
　前記制御装置は、
　加熱した前記熱媒体の温度を、前記冷媒循環回路を循環する熱源側冷媒の凝縮温度を制
御することで調節する
ことを特徴とする請求項１～４の何れか一項に記載の空気調和装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、たとえばビル用マルチエアコン等に適用される空気調和装置に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　従来の空気調和装置においては、１台の熱源機と１台の室内機とを冷媒配管で接続し、
室内機に流量制御弁を介して２台の熱交換器を接続させ、一方の熱交換器で冷却除湿され
た空気と、他方の熱交換器で加熱された空気とを混合して吹き出すレヒート（再熱）除湿
運転を実行するものがある（たとえば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－８９９８８号公報（要約、第１図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の技術では、室内機の運転時と停止時とによって冷媒の温度の変動が激しく
、レヒート除湿運転において、室内空気の温度及び湿度が大きく変動してしまうという課
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題があった。
　また、レヒート除湿運転においては、室内空気の温度又は室内機から吹き出される空気
の温度及び湿度を、所望の目標値とすることが望まれている。
【０００５】
　本発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、レヒート除湿運転にお
いて、室内空気の温度及び湿度の変動を抑制することができる空気調和装置を得ることを
目的とする。
　また、レヒート除湿運転において、室内空気の温度又は室内機から吹き出される空気の
温度及び湿度を制御することができる空気調和装置を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る空気調和装置は、圧縮機、熱源側熱交換器、複数の絞り装置、複数の熱媒
体間熱交換器の冷媒側流路、及び、循環経路を切り替える複数の冷媒流路切替装置を冷媒
配管で接続して熱源側冷媒を循環させる冷媒循環回路と、ポンプ、複数の利用側熱交換器
、熱媒体流路切替装置、及び、前記熱媒体間熱交換器の熱媒体側流路を熱媒体配管で接続
して熱媒体を循環させる熱媒体循環回路と、２つ以上の前記利用側熱交換器が収容された
室内機と、を備え、前記複数の熱媒体間熱交換器の一部に低温低圧の熱源側冷媒を流して
前記熱媒体を冷却し、前記室内機に収容された前記利用側熱交換器の一部に、冷却した前
記熱媒体を供給し、前記複数の熱媒体間熱交換器の他の一部に高温高圧の熱源側冷媒を流
して前記熱媒体を加熱し、前記室内機に収容された前記利用側熱交換器の他の一部に、加
熱した前記熱媒体を供給する、レヒート除湿運転モードを実行する空気調和装置であって
、前記室内機から吹き出される空気の温度と目標温度との温度差、及び、前記室内機から
吹き出される空気の湿度と目標湿度との湿度差に基づき、冷却した前記熱媒体を供給する
前記利用側熱交換器の熱交換能力を設定し、前記室内機から吹き出される空気の温度と目
標温度との温度差に基づき、加熱した前記熱媒体を供給する前記利用側熱交換器の熱交換
能力を設定し、前記熱交換能力に基づき、前記利用側熱交換器を循環する前記熱媒体の循
環量及び前記熱媒体の温度の少なくとも一方を制御する制御装置を備え、前記制御装置は
、前記目標温度と前記目標湿度とに基づき露点温度を求め、冷却した前記熱媒体の温度の
目標値を、前記露点温度に設定することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明は、レヒート除湿運転において、室内空気の温度及び湿度の変動を抑制すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施の形態に係る空気調和装置の設置例を示す概略図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る空気調和装置の冷媒回路構成例である。
【図３】図２に示す空気調和装置の全冷房運転モード時における冷媒の流れを示す冷媒回
路図である。
【図４】図２に示す空気調和装置の全暖房運転モード時における冷媒の流れを示す冷媒回
路図である。
【図５】図２に示す空気調和装置の冷房主体運転モード時における冷媒の流れを示す冷媒
回路図である。
【図６】図２に示す空気調和装置の暖房主体運転モード時における冷媒の流れを示す冷媒
回路図である。
【図７】図２に示す空気調和装置の除湿レヒート（冷房主体）運転モード時における冷媒
の流れを示す冷媒回路図である。
【図８】図２に示す空気調和装置の除湿レヒート（暖房主体）運転モード時における冷媒
の流れを示す冷媒回路図である。
【図９】本発明の実施の形態に係るレヒート除湿運転モード時における熱媒体の循環量制
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御を説明する空気線図である。
【図１０】本発明の実施の形態に係るレヒート除湿運転モード時における熱媒体の循環量
制御を説明する空気線図である。
【図１１】本発明の実施の形態に係る空気調和装置の熱媒体温度制御への切り替え動作を
示すフローチャートである。
【図１２】本発明の実施の形態に係る空気調和装置の熱媒体温度制御を示すフローチャー
トである。
【図１３】本発明の実施の形態に係る空気調和装置の熱媒体温度制御の変形例を示すフロ
ーチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
実施の形態．
　図１は、本発明の実施の形態に係る空気調和装置１００の設置例を示す概略図である。
図１に基づいて、空気調和装置１００の設置例について説明する。この空気調和装置１０
０は、冷媒を循環させる冷凍サイクルを有しており、各室内機２ａ、２ｂが運転モードと
して、冷房モード、暖房モード、又は除湿レヒートモードを自由に選択できるものである
。なお、室内機２ｂは、取り入れた外気を処理するタイプとしても良い。そして、本実施
の形態に係る空気調和装置１００は、冷媒としてたとえばＲ－２２、Ｒ－３２、Ｒ－１３
４ａ等の単一冷媒、Ｒ－４１０Ａ、Ｒ－４０４Ａ等の擬似共沸混合冷媒、Ｒ－４０７Ｃ等
の非共沸混合冷媒、化学式内に二重結合を含む、ＣＦ３ＣＦ＝ＣＨ２等の地球温暖化係数
が比較的小さい値とされている冷媒やその混合物、あるいはＣＯ２やプロパン等の自然冷
媒が採用された冷媒循環回路Ａ（図２参照）、及び熱媒体として水などが採用された熱媒
体循環回路Ｂを有している。
【００１０】
　本実施の形態に係る空気調和装置１００は、冷媒（熱源側冷媒）を間接的に利用する方
式（間接方式）を採用している。すなわち、熱源側冷媒に貯えた冷熱または温熱を、熱源
側冷媒とは異なる冷媒（以下、熱媒体と称する）に伝達し、熱媒体に貯えた冷熱または温
熱で空調対象空間を冷房または暖房する。または、冷房機能での除湿後、暖房することで
、除湿レヒートする。
【００１１】
　図１に図示されるように、本実施の形態に係る空気調和装置１００は、熱源機である１
台の室外機１と、複数台の室内機２、室外機１と室内機２との間に介在する熱媒体変換機
３と、を有している。熱媒体変換機３は、熱源側冷媒と熱媒体とで熱交換を行なうもので
ある。室外機１と熱媒体変換機３とは、熱源側冷媒を循環させるための冷媒配管４で接続
されている。熱媒体変換機３と室内機２とは、熱媒体を循環させるための配管（熱媒体配
管）５で接続されている。そして、室外機１で生成された冷熱あるいは温熱は、熱媒体変
換機３を介して室内機２に配送されるようになっている。
【００１２】
　室外機１は、通常、ビル等の建物９の外の空間（たとえば、屋上等）である室外空間６
に配置され、熱媒体変換機３を介して室内機２に冷熱または温熱を供給するものである。
　室内機２は、建物９の内部の空間（たとえば、居室等）である室内空間７に冷房用空気
、或いは暖房用空気を供給できる位置に配置され、空調対象空間となる室内空間７に冷房
用空気あるいは暖房用空気を供給するものである。
　熱媒体変換機３は、室外機１及び室内機２とは別筐体として、室外空間６及び室内空間
７とは別の位置に設置されるものである。この熱媒体変換機３は、室外機１及び室内機２
と、冷媒配管４及び配管５を介してそれぞれ接続され、室外機１から供給される冷熱、ま
たは温熱を室内機２に伝達するものである。
【００１３】
　図１に図示されるように、本実施の形態に係る空気調和装置１００においては、室外機
１と熱媒体変換機３とが２本の冷媒配管４を介して接続され、熱媒体変換機３と各室内機
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２ａ、２ｂとがそれぞれ４本の配管５を介して接続されている。このように、実施の形態
１に係る空気調和装置１００では、冷媒配管４、及び配管５を介して各ユニット（室外機
１、室内機２及び熱媒体変換機３）を接続することにより、施工が容易となっている。
【００１４】
　なお、図１においては、熱媒体変換機３が、建物９の内部ではあるが室内空間７とは別
の空間である天井裏等の空間（たとえば、建物９における天井裏などのスペース、以下、
単に空間８と称する）に設置されている状態を例として図示している。熱媒体変換機３は
、その他、エレベーター等がある共用空間等に設置してもよい。また、図１においては、
室内機２が天井埋込型を例に示してあるが、これに限定されるものではない。すなわち、
空気調和装置１００は、天井カセット型、天井吊下式、室内空間７に直接またはダクト等
により、暖房用空気あるいは冷房用空気を吹き出せるようなものなっていれば、どんな種
類のものでもよい。また外気取り込みをしても良い。
【００１５】
　また、熱媒体変換機３は、室外機１の近傍に設置することもできる。ただし、熱媒体変
換機３から室内機２までの距離が長すぎると、熱媒体の搬送動力がかなり大きくなるため
、省エネの効果は薄れることに留意が必要である。
【００１６】
　図２は、本発明の実施の形態に係る空気調和装置１００の冷媒回路構成例である。
　図２に示すように、室外機１と熱媒体変換機３とが、熱媒体変換機３に備えられている
熱媒体間熱交換器１５ａおよび熱媒体間熱交換器１５ｂを介して冷媒配管４で接続されて
いる。また熱媒体変換機３と室内機２とも、配管５で接続されている。なお、冷媒配管４
については後段で詳述するものとする。
【００１７】
［室外機１］
　室外機１には、冷媒を圧縮する圧縮機１０、四方弁等で構成される第１冷媒流路切替装
置１１、蒸発器または凝縮器として機能する熱源側熱交換器１２、及び余剰冷媒を貯留す
るアキュムレーター１９が冷媒配管４に接続されて搭載されている。
　また、室外機１には、第１接続配管４ａ、第２接続配管４ｂ、逆止弁１３ａ、逆止弁１
３ｂ、逆止弁１３ｃ、及び逆止弁１３ｄが設けられている。第１接続配管４ａ、第２接続
配管４ｂ、逆止弁１３ａ、逆止弁１３ｂ、逆止弁１３ｃ、及び逆止弁１３ｄを設けること
で、室内機２の要求する運転に関わらず、熱媒体変換機３に流入させる熱源側冷媒の流れ
を一定方向にすることができる。
【００１８】
　圧縮機１０は、熱源側冷媒を吸入し、その熱源側冷媒を圧縮して高温高圧の状態にする
ものであり、たとえば容量制御可能なインバータ圧縮機等で構成するとよい。
　第１冷媒流路切替装置１１は、暖房運転モード時（全暖房運転モード時及び暖房主体運
転モード時）における熱源側冷媒の流れと冷房運転モード時（全冷房運転モード時及び冷
房主体運転モード時）における熱源側冷媒の流れとを切り替えるものである。
　熱源側熱交換器１２は、暖房運転時には蒸発器として機能し、冷房運転時には凝縮器と
して機能し、図示省略のファン等の送風機から供給される空気と熱源側冷媒との間で熱交
換を行なうものである。
【００１９】
　アキュムレーター１９は、圧縮機１０の吸入側に設けられている。また、圧縮機１０の
前後には圧力検知装置である第２圧力センサー３７と第３圧力センサー３８が設けられて
おり、圧縮機１０の回転数と第２圧力センサー３７と第３圧力センサー３８の検知値から
、圧縮機１０からの冷媒流量を計算できるようになっている。
【００２０】
［室内機２］
　室内機２には、それぞれ２つの利用側熱交換器２６が搭載されている。図２の例では、
２台の室内機２が熱媒体変換機３に接続されている場合を例に示しており、紙面下から室
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内機２ａ、室内機２ｂとして図示している。なお、室内機２の接続台数を２台に限定する
ものではない。室内機２ａは、室内の空気を吸い込んで空気調和したあと室内に吹き出す
室内空気吸込みタイプである。室内機２ａには、利用側熱交換器２６ａ及び利用側熱交換
器２６ｂが搭載されている。室内機２ｂは、室外の空気を取り込んで空気調和したあと室
内に吹き出す外気吸込タイプである。室内機２ｂには、利用側熱交換器２６ｃ及び利用側
熱交換器２６ｄが搭載されている。利用側熱交換器２６ａ及び利用側熱交換器２６ｃは、
冷房または除湿を行う。利用側熱交換器２６ｂ及び利用側熱交換器２６ｄは、暖房または
レヒート暖房運転を行う。
【００２１】
　この利用側熱交換器２６は、配管５によって熱媒体変換機３の熱媒体流量調整装置２５
と第２熱媒体流路切替装置２３に接続されている。この利用側熱交換器２６は、ファン等
の送風機から供給される空気と熱媒体との間で熱交換を行ない、室内空間７に供給するた
めの暖房用空気あるいは冷房用空気を、湿度管理も含めて生成するものである。
【００２２】
　室内空気吸込みタイプである室内機２ａには、室内機２ａに吸い込まれた室内空気の温
度を検知する吸込空気温度センサー３９と、室内空気の湿度を検知する吸込空気湿度セン
サー４０が設けられている。外気吸込タイプの室内機２ｂには、室内機２ｂから吹き出す
空気の温度を検知する吹出空気温度センサー４１と、室内機２ｂから吹き出す空気の湿度
を検知する吹出空気湿度センサー４２が設けられている。
【００２３】
［熱媒体変換機３］
　熱媒体変換機３には、冷媒と熱媒体とが熱交換する２つの熱媒体間熱交換器１５ａ、１
５ｂ、冷媒を減圧させる２つの絞り装置１６ａ、１６ｂ、冷媒配管４の流路を開閉する２
つの開閉装置１７ａ、１７ｂ、冷媒流路を切り替える２つの第２冷媒流路切替装置１８ａ
、１８ｂ、熱媒体を循環させる２つのポンプ２１ａ、１２ｂ、配管５の一方に接続される
４つの第１熱媒体流路切替装置２２ａ～２２ｄ、配管５の他方に接続される４つの第２熱
媒体流路切替装置２３ａ～２３ｄ、及び、第１熱媒体流路切替装置２２が接続される方の
配管５に接続される４つの熱媒体流量調整装置２５ａ～２５ｄが設けられている。
【００２４】
　２つの熱媒体間熱交換器１５ａ、１５ｂ（熱媒体間熱交換器１５と称することもある）
は、凝縮器（放熱器）または蒸発器として機能し、熱源側冷媒と熱媒体とで熱交換を行な
い、室外機１で生成され熱源側冷媒に貯えられた冷熱または温熱を熱媒体に伝達するもの
である。熱媒体間熱交換器１５ａは、冷媒循環回路Ａにおける絞り装置１６ａと第２冷媒
流路切替装置１８ａとの間に設けられており、冷房暖房混在運転モード時において熱媒体
の冷却に供するものである。熱媒体間熱交換器１５ｂは、冷媒循環回路Ａにおける絞り装
置１６ｂと第２冷媒流路切替装置１８ｂとの間に設けられており、冷房暖房混在運転モー
ド時において熱媒体の加熱に供するものである。
【００２５】
　２つの絞り装置１６ａ、１６ｂ（絞り装置１６と称することもある）は、減圧弁や膨張
弁としての機能を有し、熱源側冷媒を減圧して膨張させるものである。絞り装置１６ａは
、全冷房運転モード時の熱源側冷媒の流れにおいて熱媒体間熱交換器１５ａの上流側に設
けられている。絞り装置１６ｂは、全冷房運転モード時の熱源側冷媒の流れにおいて熱媒
体間熱交換器１５ｂの上流側に設けられている。２つの絞り装置１６は、開度が可変に制
御可能なもの、たとえば電子式膨張弁等で構成するとよい。
【００２６】
　開閉装置１７ａ、１７ｂは、二方弁等で構成されており、冷媒配管４を開閉するもので
ある。
【００２７】
　２つの第２冷媒流路切替装置１８ａ、１８ｂ（第２冷媒流路切替装置１８と称すること
もある）は、四方弁等で構成され、運転モードに応じて熱源側冷媒の流れを切り替えるも
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のである。第２冷媒流路切替装置１８ａは、全冷房運転モード時の熱源側冷媒の流れにお
いて熱媒体間熱交換器１５ａの下流側に設けられている。第２冷媒流路切替装置１８ｂは
、全冷房運転モード時の熱源側冷媒の流れにおいて熱媒体間熱交換器１５ｂの下流側に設
けられている。
【００２８】
　２つのポンプ２１ａ、２１ｂ（ポンプ２１と称することもある）は、配管５内の熱媒体
を循環させるものである。ポンプ２１ａは、熱媒体間熱交換器１５ａと第２熱媒体流路切
替装置２３との間における配管５に設けられている。ポンプ２１ｂは、熱媒体間熱交換器
１５ｂと第２熱媒体流路切替装置２３との間における配管５に設けられている。２つのポ
ンプ２１は、たとえば容量制御可能なポンプ等で構成するとよい。なお、ポンプ２１ａを
、熱媒体間熱交換器１５ａと第１熱媒体流路切替装置２２との間における配管５に設けて
もよい。また、ポンプ２１ｂを、熱媒体間熱交換器１５ｂと第１熱媒体流路切替装置２２
との間における配管５に設けてもよい。
【００２９】
　４つの第１熱媒体流路切替装置２２ａ～２２ｄ（第１熱媒体流路切替装置２２と称する
こともある）は、三方弁等で構成されており、熱媒体の流路を切り替えるものである。第
１熱媒体流路切替装置２２は、室内機２ａ、２ｂの設置台数の２倍に応じた個数（ここで
は４つ）が設けられるようになっている。第１熱媒体流路切替装置２２は、三方のうちの
一つが熱媒体間熱交換器１５ａに、三方のうちの一つが熱媒体間熱交換器１５ｂに、三方
のうちの一つが熱媒体流量調整装置２５に、それぞれ接続され、利用側熱交換器２６ａの
熱媒体流路の出口側に設けられている。なお、室内機２ａの利用側熱交換器２６ａと利用
側熱交換器２６ｂ、室内機２ｂの利用側熱交換器２６ｃと利用側熱交換器２６ｄに対応さ
せて、紙面下側から第１熱媒体流路切替装置２２ａ、２２ｂ、２２ｃ、２２ｄとして図示
している。また第１熱媒体流路切替装置２２ａ、２２ｂ、２２ｃ、２２ｄは熱媒体変換機
３に設置されるように図示しているが、更に多くの個数としても良い。
【００３０】
　４つの第２熱媒体流路切替装置２３ａ～２３ｄ（第２熱媒体流路切替装置２３と称する
こともある）は、三方弁等で構成されており、熱媒体の流路を切り替えるものである。第
２熱媒体流路切替装置２３は、室内機２の設置台数に応じた個数（ここでは４つ）が設け
られるようになっている。第２熱媒体流路切替装置２３は、三方のうちの一つが熱媒体間
熱交換器１５ａに、三方のうちの一つが熱媒体間熱交換器１５ｂに、三方のうちの一つが
利用側熱交換器（または熱回収用熱交換機）２６に、それぞれ接続され、利用側熱交換器
（または熱回収用熱交換機）２６の熱媒体流路の入口側に設けられている。なお、室内機
２ａの利用側熱交換器２６ａと利用側熱交換器２６ｂ、室内機２ｂの利用側熱交換器２６
ｃと利用側熱交換器２６ｄに対応させて、紙面下側から第２熱媒体流路切替装置２３ａ、
２３ｂ、２３ｃ、２３ｄとして図示している。また第２熱媒体流路切替装置２３ａ、２３
ｂ、２３ｃ、２３ｄは熱媒体変換機３に設置されるように図示しているが、更に多くの個
数としても良い。
【００３１】
　４つの熱媒体流量調整装置２５ａ～２５ｄ（熱媒体流量調整装置２５と称することもあ
る）は、開口面積を制御できる二方弁等で構成されており、配管５に流れる熱媒体の流量
を調整するものである。熱媒体流量調整装置２５は、室内機２の設置台数に応じた個数（
ここでは４つ）が設けられるようになっている。熱媒体流量調整装置２５は、一方が利用
側熱交換器２６に、他方が第１熱媒体流路切替装置２２に、それぞれ接続され、利用側熱
交換器（または熱回収用熱交換機）２６の熱媒体流路の出口側に設けられている。なお、
室内機２ａの利用側熱交換器２６ａと利用側熱交換器２６ｂ、室内機２ｂの利用側熱交換
器２６ｃと利用側熱交換器２６ｄに対応させて、紙面下側から熱媒体流量調整装置２５ａ
、２５ｂ、２５ｃ、２５ｄとして図示している。また熱媒体流量調整装置２５ａ、２５ｂ
、２５ｃ、２５ｄは熱媒体変換機３に設置されるように図示しているが、更に多くの個数
としても良い。
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　また、熱媒体流量調整装置２５を利用側熱交換器２６の熱媒体流路の入口側に設けても
よい。
【００３２】
　また、熱媒体変換機３には、各種検知手段（２つの第１温度センサー３１ａ、３１ｂ、
４つの第２温度センサー３４ａ～３４ｄ、４つの第３温度センサー３５ａ～３５ｄ、１つ
の第４温度センサー５０、第１圧力センサー３６）が設けられている。これらの検知手段
で検知された情報（たとえば、温度情報や圧力情報）は、空気調和装置１００の動作を統
括制御する制御装置に送られ、圧縮機１０の駆動周波数、熱源側熱交換器１２及び利用側
熱交換器（または熱回収用熱交換機）２６近傍に設けられる送風機の回転数、第１冷媒流
路切替装置１１の切り替え、ポンプ２１の駆動周波数、第２冷媒流路切替装置１８の切り
替え、熱媒体の流路の切替等の制御に利用されることになる。
【００３３】
　制御装置（図示省略）は、マイコン等で構成されており、演算装置５２の算出結果に基
づいて、蒸発温度、凝縮温度、飽和温度、過熱度、及び過冷却度を計算する。そして、制
御装置は、これらの計算結果に基づいて、絞り装置１６の開度、圧縮機１０の回転数、熱
源側熱交換器１２や利用側熱交換器２６のファンの速度（ＯＮ／ＯＦＦ含む）等を制御し
、空気調和装置１００のパフォーマンスが最大になるようにする。その他に、制御装置は
、各種検知手段での検知情報及びリモコンからの指示に基づいて、圧縮機１０の駆動周波
数、送風機の回転数（ＯＮ／ＯＦＦ含む）、第１冷媒流路切替装置１１の切り替え、ポン
プ２１の駆動、絞り装置１６の開度、開閉装置１７の開閉、第２冷媒流路切替装置１８の
切り替え、第１熱媒体流路切替装置２２の切り替え、第２熱媒体流路切替装置２３の切り
替え、及び、熱媒体流量調整装置２５の開度等を制御するものである。すなわち、制御装
置は、後述する各運転モードを実行するために、各種機器を統括制御するものである。な
お、制御装置は室外機１にも設けられており、熱媒体変換機３の制御装置からの送信され
る情報をもとに、室外機１のアクチュエータを制御している。また、熱媒体変換機３の制
御装置は、演算装置５７と別体であるものとして説明しているが、同体であってもよい。
【００３４】
　２つの第１温度センサー３１ａ、３１ｂ（第１温度センサー３１と称することもある）
は、熱媒体間熱交換器１５から流出した熱媒体、つまり熱媒体間熱交換器１５の出口にお
ける熱媒体の温度を検知するものであり、たとえばサーミスター等で構成するとよい。第
１温度センサー３１ａは、ポンプ２１ａの入口側における配管５に設けられている。第１
温度センサー３１ｂは、ポンプ２１ｂの入口側における配管５に設けられている。
【００３５】
　４つの第２温度センサー３４ａ～３４ｄ（第２温度センサー３４と称することもある）
は、第１熱媒体流路切替装置２２と熱媒体流量調整装置２５との間に設けられ、利用側熱
交換器２６から流出した熱媒体の温度を検知するものであり、サーミスター等で構成する
とよい。第２温度センサー３４は、室内機２の設置台数に応じた個数（ここでは４つ）が
設けられるようになっている。なお、室内機２ａの利用側熱交換器２６ａと利用側熱交換
器２６ｂ、室内機２ｂの利用側熱交換器２６ｃと利用側熱交換器２６ｄに対応させて、紙
面下側から第２温度センサー３４ａ、３４ｂ、３４ｃ、３４ｄとして図示している。
【００３６】
　４つの第３温度センサー３５ａ～３５ｄ（第３温度センサー３５と称することもある）
は、熱媒体間熱交換器１５の熱源側冷媒の入口側または出口側に設けられ、熱媒体間熱交
換器１５に流入する熱源側冷媒の温度または熱媒体間熱交換器１５から流出した熱源側冷
媒の温度を検知するものであり、サーミスター等で構成するとよい。第３温度センサー３
５ａは、熱媒体間熱交換器１５ａと第２冷媒流路切替装置１８ａとの間に設けられている
。第３温度センサー３５ｂは、熱媒体間熱交換器１５ａと絞り装置１６ａとの間に設けら
れている。第３温度センサー３５ｃは、熱媒体間熱交換器１５ｂと第２冷媒流路切替装置
１８ｂとの間に設けられている。第３温度センサー３５ｄは、熱媒体間熱交換器１５ｂと
絞り装置１６ｂとの間に設けられている。
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【００３７】
　第４温度センサー５０は、蒸発温度と露点温度を算出する際に使用する温度情報を得る
ものであり、絞り装置１６ａと絞り装置１６ｂの間に設けられている。
【００３８】
　熱媒体を循環させるための配管５は、熱媒体間熱交換器１５ａに接続されるものと、熱
媒体間熱交換器１５ｂに接続されるものと、で構成されている。配管５は、熱媒体変換機
３に接続される室内機２の台数の２倍に応じて分岐（ここでは、各４分岐）されている。
そして、配管５は、第１熱媒体流路切替装置２２、及び、第２熱媒体流路切替装置２３で
接続されている。第１熱媒体流路切替装置２２及び第２熱媒体流路切替装置２３を制御す
ることで、熱媒体間熱交換器１５ａからの熱媒体を利用側熱交換器２６に流入させるか、
熱媒体間熱交換器１５ｂからの熱媒体を利用側熱交換器２６に流入させるか、が決定され
るようになっている。
【００３９】
［運転モードの説明］
　空気調和装置１００は、圧縮機１０、第１冷媒流路切替装置１１、熱源側熱交換器１２
、開閉装置１７、第２冷媒流路切替装置１８、熱媒体間熱交換器１５ａの冷媒流路、絞り
装置１６、及び、アキュムレーター１９を、冷媒配管４で接続して冷媒循環回路Ａを構成
している。また、熱媒体間熱交換器１５ａの熱媒体流路、ポンプ２１、第１熱媒体流路切
替装置２２、熱媒体流量調整装置２５、利用側熱交換器２６、及び、第２熱媒体流路切替
装置２３を、配管５で接続して熱媒体循環回路Ｂを構成している。つまり、熱媒体間熱交
換器１５のそれぞれに複数台の利用側熱交換器２６が並列に接続され、熱媒体循環回路Ｂ
を複数系統としているのである。なお、本実施の形態では、利用側熱交換器２６はその役
割上、冷房または除湿専用の利用側熱交換器２６ａ及び２６ｃと、暖房またはレヒート暖
房用の利用側熱交換器２６ｂ及び２６ｄとに分けている。
【００４０】
　よって、空気調和装置１００では、室外機１と熱媒体変換機３とが、熱媒体変換機３に
設けられている熱媒体間熱交換器１５ａ及び熱媒体間熱交換器１５ｂを介して接続され、
熱媒体変換機３と室内機２が、熱媒体間熱交換器１５ａ及び熱媒体間熱交換器１５ｂを介
して接続されている。すなわち、空気調和装置１００では、熱媒体間熱交換器１５ａ及び
熱媒体間熱交換器１５ｂで冷媒循環回路Ａを循環する熱源側冷媒と熱媒体循環回路Ｂを循
環する熱媒体とが熱交換するようになっている。
【００４１】
　空気調和装置１００が実行する各運転モードについて説明する。この空気調和装置１０
０は、各室内機２からの指示に基づいて、その室内機２で冷房運転、暖房運転、あるいは
除湿レヒート運転が可能になっている。つまり、空気調和装置１００は、室内機２の全部
で同一運転をすることができるとともに、室内機２のそれぞれで異なる運転をすることが
でき、更に除湿レヒート運転もできるようになっている。
【００４２】
　空気調和装置１００が実行する運転モードには、駆動している室内機２の全てが冷房運
転を実行する全冷房運転モード、駆動している室内機２の全てが暖房運転を実行する全暖
房運転モード、冷房負荷の方が大きい冷房暖房混在運転モードとしての冷房主体運転モー
ド、及び、暖房負荷の方が大きい冷房暖房混在運転モードとしての暖房主体運転モードが
ある。また、その他に上記冷房主体と同じ運転状態となる除湿レヒート運転（冷房主体）
、上記暖房主体と同じ運転状態となる除湿レヒート運転（暖房主体）がある。以下に、各
運転モードについて、熱源側冷媒及び熱媒体の流れとともに説明する。
【００４３】
［全冷房運転モード］
　図３は、図２に示す空気調和装置１００の全冷房運転モード時における冷媒の流れを示
す冷媒回路図である。この図３では、室内機２ａ及び室内機２ｂで冷熱負荷が発生してい
る場合を例に全冷房運転モードについて説明する。なお、図３では、太線で表された配管
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が冷媒（熱源側冷媒及び熱媒体）の流れる配管を示している。また、図３では、熱源側冷
媒の流れ方向を実線矢印で、熱媒体の流れ方向を破線矢印で示している。
【００４４】
　図３に示す全冷房運転モードの場合、室外機１では、第１冷媒流路切替装置１１を、圧
縮機１０から吐出された熱源側冷媒を熱源側熱交換器１２へ流入させるように切り替える
。熱媒体変換機３ではポンプ２１ａ、ポンプ２１ｂを駆動させ、熱媒体流量調整装置２５
ａ、２５ｃを開放し、熱媒体流量調整装置２５ｂ、２５ｄを閉止し、熱媒体間熱交換器１
５ａ及び熱媒体間熱交換器１５ｂのそれぞれと利用側熱交換器２６ａ、２６ｃとの間を熱
媒体が循環するようにしている。
【００４５】
　まず始めに、冷媒循環回路Ａにおける熱源側冷媒の流れについて説明する。
　低温低圧の冷媒が圧縮機１０によって圧縮され、高温高圧のガス冷媒となって吐出され
る。圧縮機１０から吐出された高温高圧のガス冷媒は、第１冷媒流路切替装置１１を介し
て熱源側熱交換器１２に流入する。そして、熱源側熱交換器１２で室外空気に放熱しなが
ら高圧の液冷媒となる。熱源側熱交換器１２から流出した高圧冷媒は、逆止弁１３ａを通
って、室外機１から流出し、冷媒配管４を通って熱媒体変換機３に流入する。熱媒体変換
機３に流入した高圧冷媒は、開閉装置１７ａを経由した後に分岐されて絞り装置１６ａ及
び絞り装置１６ｂで膨張させられて、低温低圧の二相冷媒となる。なお、開閉装置１７ｂ
は閉となっている。
【００４６】
　この二相冷媒は、蒸発器として作用する熱媒体間熱交換器１５ａ及び熱媒体間熱交換器
１５ｂのそれぞれに流入し、熱媒体循環回路Ｂを循環する熱媒体から吸熱することで、熱
媒体を冷却しながら、低温低圧のガス冷媒となる。熱媒体間熱交換器１５ａ及び熱媒体間
熱交換器１５ｂから流出したガス冷媒は、第２冷媒流路切替装置１８ａ、第２冷媒流路切
替装置１８ｂを介し、熱媒体変換機３から流出し、冷媒配管４を通って再び室外機１へ流
入する。室外機１に流入した冷媒は、逆止弁１３ｄを通って、第１冷媒流路切替装置１１
及びアキュムレーター１９を介して、圧縮機１０へ再度吸入される。
【００４７】
　このとき、第２冷媒流路切替装置１８ａ及び第２冷媒流路切替装置１８ｂは低圧配管と
連通されている。また、絞り装置１６ａは、第３温度センサー３５ａで検知された温度と
第３温度センサー３５ｂで検知された温度との差として得られるスーパーヒート（過熱度
）が一定になるように開度が制御される。同様に、絞り装置１６ｂは、第３温度センサー
３５ｃで検知された温度と第３温度センサー３５ｄで検知された温度との差として得られ
るスーパーヒートが一定になるように開度が制御される。
【００４８】
　次に、熱媒体循環回路Ｂにおける熱媒体の流れについて説明する。
　全冷房運転モードでは、熱媒体間熱交換器１５ａ及び熱媒体間熱交換器１５ｂの双方で
熱源側冷媒の冷熱が熱媒体に伝えられ、冷やされた熱媒体がポンプ２１ａ及びポンプ２１
ｂによって配管５内を流動させられることになる。ポンプ２１ａ及びポンプ２１ｂで加圧
されて流出した熱媒体は、第２熱媒体流路切替装置２３ａ及び第２熱媒体流路切替装置２
３ｃを介して、利用側熱交換器２６ａ及び利用側熱交換器２６ｃに流入する。そして、熱
媒体が利用側熱交換器２６ａ及び利用側熱交換器２６ｃで室内空気から吸熱することで、
室内空間７の冷房を行なう。
【００４９】
　それから、熱媒体は、利用側熱交換器２６ａ及び利用側熱交換器２６ｃから流出して熱
媒体流量調整装置２５ａ及び熱媒体流量調整装置２５ｃに流入する。このとき、熱媒体流
量調整装置２５ａ及び熱媒体流量調整装置２５ｃの作用によって熱媒体の流量が室内にて
必要とされる空調負荷を賄うのに必要な流量に制御されて利用側熱交換器２６ａ及び利用
側熱交換器２６ｃに流入するようになっている。熱媒体流量調整装置２５ａ及び熱媒体流
量調整装置２５ｃから流出した熱媒体は、第１熱媒体流路切替装置２２ａ及び第１熱媒体
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流路切替装置２２ｃを通って、熱媒体間熱交換器１５ａ及び熱媒体間熱交換器１５ｂへ流
入し、再びポンプ２１ａ及びポンプ２１ｂへ吸い込まれる。
【００５０】
　なお、利用側熱交換器２６ａ、２６ｃの配管５内では、第２熱媒体流路切替装置２３か
ら熱媒体流量調整装置２５を経由して第１熱媒体流路切替装置２２へ至る向きに熱媒体が
流れている。また、室内空間７にて必要とされる空調負荷は、第１温度センサー３１ａで
検知された温度、あるいは、第１温度センサー３１ｂで検知された温度と第２温度センサ
ー３４ａまたは３４ｃで検知された温度との差を目標値として保つように制御することに
より、賄うことができる。熱媒体間熱交換器１５の出口温度は、第１温度センサー３１ａ
または第１温度センサー３１ｂのどちらの温度を使用してもよいし、これらの平均温度を
使用してもよい。このとき、第１熱媒体流路切替装置２２及び第２熱媒体流路切替装置２
３は、熱媒体間熱交換器１５ａ及び熱媒体間熱交換器１５ｂの双方へ流れる流路が確保さ
れるように、中間的な開度にしている。
【００５１】
　全冷房運転モードを実行する際、熱負荷のない利用側熱交換器２６（サーモオフを含む
）へは熱媒体を流す必要がないため、熱媒体流量調整装置２５により流路を閉じて、利用
側熱交換器２６へ熱媒体が流れないようにする。図３においては、利用側熱交換器２６ａ
、２６ｃにおいては熱負荷があるため熱媒体を流しているが、暖房、レヒート暖房専用の
利用側熱交換器２６ｂ、２６ｄにおいては作動させないため、対応する熱媒体流量調整装
置２５ｂ及び熱媒体流量調整装置２５ｄを全閉としている。ただし、利用側熱交換器２６
ｂ、２６ｄを冷房用とする場合には、熱媒体流量調整装置２５を開放し、熱媒体を循環さ
せればよい。
【００５２】
　第４温度センサー５０における冷媒は液冷媒であり、この温度情報をもとに演算装置５
２によって、液入口エンタルピーを算出する。また第３温度センサー３５ｄから低圧二相
温状態の温度を検知し、この温度情報をもとに演算装置５２によって飽和液エンタルピー
及び飽和ガスエンタルピーを算出する。これらの情報をもとに、後述する方法にて蒸発温
度と露点温度を求める。
【００５３】
［全暖房運転モード］
　図４は、図２に示す空気調和装置１００の全暖房運転モード時における冷媒の流れを示
す冷媒回路図である。この図４では、室内機２ａ及び室内機２ｂで温熱負荷が発生してい
る場合を例に全暖房運転モードについて説明する。なお、図４では、太線で表された配管
が冷媒の流れる配管を示している。また、図４では、熱源側冷媒の流れ方向を実線矢印で
、熱媒体の流れ方向を破線矢印で示している。
【００５４】
　図４に示す全暖房運転モードの場合、室外機１では、第１冷媒流路切替装置１１を、圧
縮機１０から吐出された熱源側冷媒を、熱源側熱交換器１２を経由させずに熱媒体変換機
３へ流入させるように切り替える。熱媒体変換機３では、ポンプ２１ａ及びポンプ２１ｂ
を駆動させ、熱媒体流量調整装置２５ｂ、２５ｄを開放し、熱媒体流量調整装置２５ａ、
２５ｃを閉止し、熱媒体間熱交換器１５ａ及び熱媒体間熱交換器１５ｂのそれぞれと利用
側熱交換器２６ｂ、２６ｄとの間を熱媒体が循環するようにしている。
【００５５】
　まず始めに、冷媒循環回路Ａにおける熱源側冷媒の流れについて説明する。
　低温低圧の冷媒が圧縮機１０によって圧縮され、高温高圧のガス冷媒となって吐出され
る。圧縮機１０から吐出された高温高圧のガス冷媒は、第１冷媒流路切替装置１１、逆止
弁１３ｂを通り、室外機１から流出する。室外機１から流出した高温高圧のガス冷媒は、
冷媒配管４を通って熱媒体変換機３に流入する。熱媒体変換機３に流入した高温高圧のガ
ス冷媒は、分岐されて第２冷媒流路切替装置１８ａ及び第２冷媒流路切替装置１８ｂを通
って、熱媒体間熱交換器１５ａ及び熱媒体間熱交換器１５ｂのそれぞれに流入する。
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【００５６】
　熱媒体間熱交換器１５ａ及び熱媒体間熱交換器１５ｂに流入した高温高圧のガス冷媒は
、熱媒体循環回路Ｂを循環する熱媒体に放熱しながら高圧の液冷媒となる。熱媒体間熱交
換器１５ａ及び熱媒体間熱交換器１５ｂから流出した液冷媒は、絞り装置１６ａ及び絞り
装置１６ｂで膨張させられて、低温低圧の二相冷媒となる。この二相冷媒は、開閉装置１
７ｂを通って、熱媒体変換機３から流出し、冷媒配管４を通って再び室外機１へ流入する
。なお、開閉装置１７ａは閉となっている。
【００５７】
　室外機１に流入した冷媒は、逆止弁１３ｃを通って、蒸発器として作用する熱源側熱交
換器１２に流入する。そして、熱源側熱交換器１２に流入した冷媒は、熱源側熱交換器１
２で室外空気から吸熱して、低温低圧のガス冷媒となる。熱源側熱交換器１２から流出し
た低温低圧のガス冷媒は、第１冷媒流路切替装置１１及びアキュムレーター１９を介して
圧縮機１０へ再度吸入される。
【００５８】
　このとき、第２冷媒流路切替装置１８ａ及び第２冷媒流路切替装置１８ｂは高圧配管と
連通されている。また、絞り装置１６ａは、第１圧力センサー３６で検知された圧力を飽
和温度に換算した値と第３温度センサー３５ｂで検知された温度との差として得られるサ
ブクール（過冷却度）が一定になるように開度が制御される。同様に、絞り装置１６ｂは
、第１圧力センサー３６で検知された圧力を飽和温度に換算した値と第３温度センサー３
５ｄで検知された温度との差として得られるサブクールが一定になるように開度が制御さ
れる。なお、熱媒体間熱交換器１５の中間位置の温度が測定できる場合は、その中間位置
での温度を第１圧力センサー３６の代わりに用いてもよく、安価にシステムを構成できる
。
【００５９】
　次に、熱媒体循環回路Ｂにおける熱媒体の流れについて説明する。
　全暖房運転モードでは、熱媒体間熱交換器１５ａ及び熱媒体間熱交換器１５ｂの双方で
熱源側冷媒の温熱が熱媒体に伝えられ、暖められた熱媒体がポンプ２１ａ及びポンプ２１
ｂによって配管５内を流動させられることになる。ポンプ２１ａ及びポンプ２１ｂで加圧
されて流出した熱媒体は、第２熱媒体流路切替装置２３ｂ及び第２熱媒体流路切替装置２
３ｄを介して、利用側熱交換器２６ｂ及び利用側熱交換器２６ｄに流入する。そして、熱
媒体が利用側熱交換器２６ｂ及び利用側熱交換器２６ｄで室内空気に放熱することで、室
内空間７の暖房を行なう。
【００６０】
　それから、熱媒体は、利用側熱交換器２６ｂ及び利用側熱交換器２６ｄから流出して熱
媒体流量調整装置２５ｂ及び熱媒体流量調整装置２５ｄに流入する。このとき、熱媒体流
量調整装置２５ｂ及び熱媒体流量調整装置２５ｄの作用によって熱媒体の流量が室内にて
必要とされる空調負荷を賄うのに必要な流量に制御されて利用側熱交換器２６ｂ及び利用
側熱交換器２６ｄに流入するようになっている。熱媒体流量調整装置２５ｂ及び熱媒体流
量調整装置２５ｄから流出した熱媒体は、第１熱媒体流路切替装置２２ｂ及び第１熱媒体
流路切替装置２２ｄを通って、熱媒体間熱交換器１５ａ及び熱媒体間熱交換器１５ｂへ流
入し、再びポンプ２１ａ及びポンプ２１ｂへ吸い込まれる。
【００６１】
　なお、利用側熱交換器２６の配管５内では、第２熱媒体流路切替装置２３から熱媒体流
量調整装置２５を経由して第１熱媒体流路切替装置２２へ至る向きに熱媒体が流れている
。また、室内空間７にて必要とされる空調負荷は、第１温度センサー３１ａで検知された
温度、あるいは、第１温度センサー３１ｂで検知された温度と、第２温度センサー３４ｂ
、３４ｄで検知された温度との差を目標値として保つように制御することにより、賄うこ
とができる。熱媒体間熱交換器１５の出口温度は、第１温度センサー３１ａまたは第１温
度センサー３１ｂのどちらの温度を使用してもよいし、これらの平均温度を使用してもよ
い。
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【００６２】
　このとき、第１熱媒体流路切替装置２２及び第２熱媒体流路切替装置２３は、熱媒体間
熱交換器１５ａ及び熱媒体間熱交換器１５ｂの双方へ流れる流路が確保されるように、中
間的な開度にしている。また、本来、利用側熱交換器２６は、その入口と出口の温度差で
制御すべきであるが、利用側熱交換器２６の入口側の熱媒体温度は、第１温度センサー３
１ｂで検知された温度とほとんど同じ温度であり、第１温度センサー３１ｂを使用するこ
とにより温度センサーの数を減らすことができ、安価にシステムを構成できる。
【００６３】
　全暖房運転モードを実行する際、熱負荷のない利用側熱交換器２６（サーモオフを含む
）へは熱媒体を流す必要がないため、熱媒体流量調整装置２５により流路を閉じて、利用
側熱交換器２６へ熱媒体が流れないようにする。図４においては、利用側熱交換器２６ｂ
、２６ｄにおいては熱負荷があるため熱媒体を流しているが、冷房、除湿専用の利用側熱
交換器２６ａ、２６ｃにおいては作動させないため、対応する熱媒体流量調整装置２５ａ
及び熱媒体流量調整装置２５ｃを全閉としている。ただし、冷房、除湿専用の利用側熱交
換器２６ａ、２６ｃを暖房用にする場合は、熱媒体流量調整装置２５を開放し、熱媒体を
循環させればよい。
【００６４】
［冷房主体運転モード］
　図５は、図２に示す空気調和装置１００の冷房主体運転モード時における冷媒の流れを
示す冷媒回路図である。この図５では、室内機２ｂで温熱負荷が発生し、室内機２ａで冷
熱負荷が発生している場合を例に冷房主体運転モードについて説明する。なお、図５では
、太線で表された配管が冷媒（熱源側冷媒及び熱媒体）の循環する配管を示している。ま
た、図５では、熱源側冷媒の流れ方向を実線矢印で、熱媒体の流れ方向を破線矢印で示し
ている。
【００６５】
　図５に示す冷房主体運転モードの場合、室外機１では、第１冷媒流路切替装置１１を、
圧縮機１０から吐出された熱源側冷媒を熱源側熱交換器１２へ流入させるように切り替え
る。熱媒体変換機３では、ポンプ２１ａ及びポンプ２１ｂを駆動させ、熱媒体流量調整装
置２５ａ、２５ｄを開放し、熱媒体間熱交換器１５ａと利用側熱交換器２６ａとの間を、
熱媒体間熱交換器１５ｂと利用側熱交換器２６ｄとの間を、それぞれ熱媒体が循環するよ
うにしている。
【００６６】
　まず始めに、冷媒循環回路Ａにおける熱源側冷媒の流れについて説明する。
　低温低圧の冷媒が圧縮機１０によって圧縮され、高温高圧のガス冷媒となって吐出され
る。圧縮機１０から吐出された高温高圧のガス冷媒は、第１冷媒流路切替装置１１を介し
て熱源側熱交換器１２に流入する。そして、熱源側熱交換器１２で室外空気に放熱しなが
ら液冷媒となる。熱源側熱交換器１２から流出した冷媒は、室外機１から流出し、逆止弁
１３ａ、冷媒配管４を通って熱媒体変換機３に流入する。熱媒体変換機３に流入した冷媒
は、第２冷媒流路切替装置１８ｂを通って凝縮器として作用する熱媒体間熱交換器１５ｂ
に流入する。
【００６７】
　熱媒体間熱交換器１５ｂに流入した冷媒は、熱媒体循環回路Ｂを循環する熱媒体に放熱
しながら、さらに温度が低下した冷媒となる。熱媒体間熱交換器１５ｂから流出した冷媒
は、絞り装置１６ｂで膨張させられて低圧二相冷媒となる。この低圧二相冷媒は、絞り装
置１６ａを介して蒸発器として作用する熱媒体間熱交換器１５ａに流入する。熱媒体間熱
交換器１５ａに流入した低圧二相冷媒は、熱媒体循環回路Ｂを循環する熱媒体から吸熱す
ることで、熱媒体を冷却しながら、低圧のガス冷媒となる。このガス冷媒は、熱媒体間熱
交換器１５ａから流出し、第２冷媒流路切替装置１８ａを介して熱媒体変換機３から流出
し、冷媒配管４を通って再び室外機１へ流入する。室外機１に流入した冷媒は、逆止弁１
３ｄ、第１冷媒流路切替装置１１及びアキュムレーター１９を介して、圧縮機１０へ再度
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吸入される。
【００６８】
　このとき、第２冷媒流路切替装置１８ａは低圧配管と連通されており、一方、第２冷媒
流路切替装置１８ｂは高圧側配管と連通されている。また、絞り装置１６ｂは、第３温度
センサー３５ａで検知された温度と第３温度センサー３５ｂで検知された温度との差とし
て得られるスーパーヒートが一定になるように開度が制御される。また、絞り装置１６ａ
は全開、開閉装置１７ａ、１７ｂは閉となっている。なお、絞り装置１６ｂは、第１圧力
センサー３６で検知された圧力を飽和温度に換算した値と第３温度センサー３５ｄで検知
された温度との差として得られるサブクールが一定になるように開度を制御してもよい。
また、絞り装置１６ｂを全開とし、絞り装置１６ａでスーパーヒートまたはサブクールを
制御するようにしてもよい。
【００６９】
　次に、熱媒体循環回路Ｂにおける熱媒体の流れについて説明する。
　冷房主体運転モードでは、熱媒体間熱交換器１５ｂで熱源側冷媒の温熱が熱媒体に伝え
られ、暖められた熱媒体がポンプ２１ｂによって配管５内を流動させられることになる。
また、冷房主体運転モードでは、熱媒体間熱交換器１５ａで熱源側冷媒の冷熱が熱媒体に
伝えられ、冷やされた熱媒体がポンプ２１ａによって配管５内を流動させられることにな
る。
【００７０】
　利用側熱交換器２６ｄでは熱媒体が室内空気に放熱することで、室内空間７の暖房を行
なう。また、利用側熱交換器２６ａでは熱媒体が室内空気から吸熱することで、室内空間
７の冷房を行なう。このとき、熱媒体流量調整装置２５ａ、２５ｄの作用によって熱媒体
の流量が室内にて必要とされる空調負荷を賄うのに必要な流量に制御されて利用側熱交換
器２６ａ、２６ｄに流入するようになっている。利用側熱交換器２６ｄを通過し若干温度
が低下した熱媒体は、熱媒体流量調整装置２５ｄ及び第１熱媒体流路切替装置２２ｄを通
って、熱媒体間熱交換器１５ｂへ流入し、再びポンプ２１ｂへ吸い込まれる。利用側熱交
換器２６ａを通過し若干温度が上昇した熱媒体は、熱媒体流量調整装置２５ａ及び第１熱
媒体流路切替装置２２ａを通って、熱媒体間熱交換器１５ａへ流入し、再びポンプ２１ａ
へ吸い込まれる。
【００７１】
　この間、暖かい熱媒体と冷たい熱媒体とは、第１熱媒体流路切替装置２２及び第２熱媒
体流路切替装置２３の作用により、混合することなく、それぞれ温熱負荷、冷熱負荷があ
る利用側熱交換器２６ａ、２６ｄへ導入される。なお、利用側熱交換器２６ａ、２６ｄの
配管５内では、暖房側、冷房側ともに、第２熱媒体流路切替装置２３から熱媒体流量調整
装置２５を経由して第１熱媒体流路切替装置２２へ至る向きに熱媒体が流れている。また
、室内空間７にて必要とされる空調負荷は、暖房側においては第１温度センサー３１ｂで
検知された温度と第２温度センサー３４で検知された温度との差を、冷房側においては第
２温度センサー３４で検知された温度と第１温度センサー３１ａで検知された温度との差
を目標値として保つように制御することにより、賄うことができる。
【００７２】
　冷房主体運転モードを実行する際、熱負荷のない利用側熱交換器２６（サーモオフを含
む）へは熱媒体を流す必要がないため、熱媒体流量調整装置２５により流路を閉じて、利
用側熱交換器２６へ熱媒体が流れないようにする。図５においては、熱負荷のない利用側
熱交換器２６ｂ、２６ｃは、熱媒体流量調整装置２５を閉じている。
【００７３】
［暖房主体運転モード］
　図６は、図２に示す空気調和装置１００の暖房主体運転モード時における冷媒の流れを
示す冷媒回路図である。この図６では、室内機２ｂで温熱負荷が発生し、室内機２ａで冷
熱負荷が発生している場合を例に暖房主体運転モードについて説明する。なお、図６では
、太線で表された配管が冷媒（熱源側冷媒及び熱媒体）の循環する配管を示している。ま
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た、図６では、熱源側冷媒の流れ方向を実線矢印で、熱媒体の流れ方向を破線矢印で示し
ている。
【００７４】
　図６に示す暖房主体運転モードの場合、室外機１では、第１冷媒流路切替装置１１を、
圧縮機１０から吐出された熱源側冷媒を熱源側熱交換器１２を経由させずに熱媒体変換機
３へ流入させるように切り替える。熱媒体変換機３では、ポンプ２１ａ及びポンプ２１ｂ
を駆動させ、熱媒体流量調整装置２５ａ、２５ｄを開放し、熱媒体間熱交換器１５ａと利
用側熱交換器２６ａとの間を、熱媒体間熱交換器１５ｂと利用側熱交換器２６ｄとの間を
、それぞれ熱媒体が循環するようにしている。
【００７５】
　まず始めに、冷媒循環回路Ａにおける熱源側冷媒の流れについて説明する。
　低温低圧の冷媒が圧縮機１０によって圧縮され、高温高圧のガス冷媒となって吐出され
る。圧縮機１０から吐出された高温高圧のガス冷媒は、第１冷媒流路切替装置１１、逆止
弁１３ｂを通り、室外機１から流出する。室外機１から流出した高温高圧のガス冷媒は、
冷媒配管４を通って熱媒体変換機３に流入する。熱媒体変換機３に流入した高温高圧のガ
ス冷媒は、第２冷媒流路切替装置１８ｂを通って凝縮器として作用する熱媒体間熱交換器
１５ｂに流入する。
【００７６】
　熱媒体間熱交換器１５ｂに流入したガス冷媒は、熱媒体循環回路Ｂを循環する熱媒体に
放熱しながら液冷媒となる。熱媒体間熱交換器１５ｂから流出した冷媒は、絞り装置１６
ｂで膨張させられて低圧二相冷媒となる。この低圧二相冷媒は、絞り装置１６ａを介して
蒸発器として作用する熱媒体間熱交換器１５ａに流入する。熱媒体間熱交換器１５ａに流
入した低圧二相冷媒は、熱媒体循環回路Ｂを循環する熱媒体から吸熱することで蒸発し、
熱媒体を冷却する。この低圧二相冷媒は、熱媒体間熱交換器１５ａから流出し、第２冷媒
流路切替装置１８ａを介し、熱媒体変換機３から流出し、再び室外機１へ流入する。
【００７７】
　室外機１に流入した冷媒は、逆止弁１３ｃを通って、蒸発器として作用する熱源側熱交
換器１２に流入する。そして、熱源側熱交換器１２に流入した冷媒は、熱源側熱交換器１
２で室外空気から吸熱して、低温低圧のガス冷媒となる。熱源側熱交換器１２から流出し
た低温低圧のガス冷媒は、第１冷媒流路切替装置１１及びアキュムレーター１９を介して
圧縮機１０へ再度吸入される。
【００７８】
　このとき、第２冷媒流路切替装置１８ａは低圧側配管と連通されており、一方、第２冷
媒流路切替装置１８ｂは高圧側配管と連通されている。また、絞り装置１６ｂは、第１圧
力センサー３６で検知された圧力を飽和温度に換算した値と第３温度センサー３５ｂで検
知された温度との差として得られるサブクールが一定になるように開度が制御される。ま
た、絞り装置１６ａは全開、開閉装置１７ａ、１７ｂは閉となっている。なお、絞り装置
１６ｂを全開とし、絞り装置１６ａでサブクールを制御するようにしてもよい。
【００７９】
　次に、熱媒体循環回路Ｂにおける熱媒体の流れについて説明する。
　暖房主体運転モードでは、熱媒体間熱交換器１５ｂで熱源側冷媒の温熱が熱媒体に伝え
られ、暖められた熱媒体がポンプ２１ｂによって配管５内を流動させられることになる。
また、暖房主体運転モードでは、熱媒体間熱交換器１５ａで熱源側冷媒の冷熱が熱媒体に
伝えられ、冷やされた熱媒体がポンプ２１ａによって配管５内を流動させられることにな
る。ポンプ２１ａ及びポンプ２１ｂで加圧されて流出した熱媒体は、第２熱媒体流路切替
装置２３ａ及び第２熱媒体流路切替装置２３ｄを介して、利用側熱交換器２６ａ、２６ｄ
に流入する。
【００８０】
　利用側熱交換器２６ａでは熱媒体が室内空気から吸熱することで、室内空間７の冷房を
行なう。また、利用側熱交換器２６ｄでは熱媒体が室内空気に放熱することで、室内空間
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７の暖房を行なう。このとき、熱媒体流量調整装置２５ａ及び熱媒体流量調整装置２５ｄ
の作用によって熱媒体の流量が室内にて必要とされる空調負荷を賄うのに必要な流量に制
御されて利用側熱交換器２６ａ、２６ｄに流入するようになっている。利用側熱交換器２
６ａを通過し若干温度が上昇した熱媒体は、熱媒体流量調整装置２５ａ及び第１熱媒体流
路切替装置２２ａを通って、熱媒体間熱交換器１５ａに流入し、再びポンプ２１ａへ吸い
込まれる。利用側熱交換器２６ｄを通過し若干温度が低下した熱媒体は、熱媒体流量調整
装置２５ｄ及び第１熱媒体流路切替装置２２ｄを通って、熱媒体間熱交換器１５ｂへ流入
し、再びポンプ２１ｂへ吸い込まれる。
【００８１】
　この間、暖かい熱媒体と冷たい熱媒体とは、第１熱媒体流路切替装置２２及び第２熱媒
体流路切替装置２３の作用により、混合することなく、それぞれ温熱負荷、冷熱負荷があ
る利用側熱交換器２６ａまたは２６ｄへ導入される。なお、利用側熱交換器２６ａおよび
２６ｄの配管５内では、暖房側、冷房側ともに、第２熱媒体流路切替装置２３から熱媒体
流量調整装置２５を経由して第１熱媒体流路切替装置２２へ至る向きに熱媒体が流れてい
る。また、室内空間７にて必要とされる空調負荷は、暖房側においては第１温度センサー
３１ｂで検知された温度と第２温度センサー３４で検知された温度との差を、冷房側にお
いては第２温度センサー３４で検知された温度と第１温度センサー３１ａで検知された温
度との差を目標値として保つように制御することにより、賄うことができる。
【００８２】
　暖房主体運転モードを実行する際、熱負荷のない利用側熱交換器２６（サーモオフを含
む）へは熱媒体を流す必要がないため、熱媒体流量調整装置２５により流路を閉じて、利
用側熱交換器２６へ熱媒体が流れないようにする。図６においては、熱負荷のない利用側
熱交換器２６ｂ、２６ｃは、熱媒体流量調整装置２５をすべて閉じている。
【００８３】
［レヒート除湿運転（冷房主体）モード］
　図７は、図２に示す空気調和装置１００のレヒート除湿運転（冷房主体）モード時にお
ける冷媒の流れを示す冷媒回路図である。この図７では、室内機２ａで室内湿度、室内温
度調整し、室内機２ｂで吹出し湿度、吹出し温度調整をする場合を例に、レヒート除湿運
転（冷房主体）モードについて説明する。なお、図７では、太線で表された配管が冷媒（
熱源側冷媒及び熱媒体）の循環する配管を示している。また、図７では、熱源側冷媒の流
れ方向を実線矢印で、熱媒体の流れ方向を破線矢印で示している。
【００８４】
　図７に示すレヒート除湿運転（冷房主体）モードの場合、室外機１では、第１冷媒流路
切替装置１１を、圧縮機１０から吐出された熱源側冷媒を熱源側熱交換器１２へ流入させ
るように切り替える。熱媒体変換機３では、ポンプ２１ａ及びポンプ２１ｂを駆動させ、
熱媒体流量調整装置２５ａ～２５ｄを開放する。
　また、第１熱媒体流路切替装置２２ａ、２２ｃ、第２熱媒体流路切替装置２３ａ、２３
ｃを熱媒体間熱交換器１５ａ側の流路に切り替えて、熱媒体間熱交換器１５ａと利用側熱
交換器２６ａおよび２６ｃとの間を熱媒体が循環するようにする。第１熱媒体流路切替装
置２２ｂ、２２ｄ、第２熱媒体流路切替装置２３ｂ、２３ｄを熱媒体間熱交換器１５ｂ側
の流路にり替えて、熱媒体間熱交換器１５ｂと利用側熱交換器２６ｂおよび２６ｄとの間
を熱媒体が循環するようにする。
【００８５】
　まず始めに、冷媒循環回路Ａにおける熱源側冷媒の流れについて説明する。
　低温低圧の冷媒が圧縮機１０によって圧縮され、高温高圧のガス冷媒となって吐出され
る。圧縮機１０から吐出された高温高圧のガス冷媒は、第１冷媒流路切替装置１１を介し
て熱源側熱交換器１２に流入する。そして、熱源側熱交換器１２で室外空気に放熱しなが
ら液冷媒となる。熱源側熱交換器１２から流出した冷媒は、室外機１から流出し、逆止弁
１３ａ、冷媒配管４を通って熱媒体変換機３に流入する。熱媒体変換機３に流入した冷媒
は、第２冷媒流路切替装置１８ｂを通って凝縮器として作用する熱媒体間熱交換器１５ｂ
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に流入する。
【００８６】
　熱媒体間熱交換器１５ｂに流入した冷媒は、熱媒体循環回路Ｂを循環する熱媒体に放熱
しながら、さらに温度が低下した冷媒となる。熱媒体間熱交換器１５ｂから流出した冷媒
は、絞り装置１６ｂで膨張させられて低圧二相冷媒となる。この低圧二相冷媒は、絞り装
置１６ａを介して蒸発器として作用する熱媒体間熱交換器１５ａに流入する。熱媒体間熱
交換器１５ａに流入した低圧二相冷媒は、熱媒体循環回路Ｂを循環する熱媒体から吸熱す
ることで、熱媒体を冷却しながら、低圧のガス冷媒となる。このガス冷媒は、熱媒体間熱
交換器１５ａから流出し、第２冷媒流路切替装置１８ａを介して熱媒体変換機３から流出
し、冷媒配管４を通って再び室外機１へ流入する。室外機１に流入した冷媒は、逆止弁１
３ｄ、第１冷媒流路切替装置１１及びアキュムレーター１９を介して、圧縮機１０へ再度
吸入される。
【００８７】
　このとき、第２冷媒流路切替装置１８ａは低圧配管と連通されており、一方、第２冷媒
流路切替装置１８ｂは高圧側配管と連通されている。絞り装置１６ａは全開、開閉装置１
７ａ、１７ｂは閉となっている。
　また、絞り装置１６ｂは、後述する目標凝縮温度、目標蒸発温度に基づき開度が制御さ
れる。又は、絞り装置１６ｂは、第３温度センサー３５ａで検知された温度と第３温度セ
ンサー３５ｂで検知された温度との差として得られるスーパーヒート（ＳＨ）が、後述す
る目標値となるように開度が制御される。また、絞り装置１６ｂは、第１圧力センサー３
６で検知された圧力を飽和温度に換算した値と第３温度センサー３５ｄで検知された温度
との差として得られるサブクール（ＳＣ）が、目標値となるように開度が制御される。詳
細は後述する。なお、絞り装置１６ｂを全開とし、絞り装置１６ａでスーパーヒートまた
はサブクールを制御するようにしてもよい。
【００８８】
　次に、熱媒体循環回路Ｂにおける熱媒体の流れについて説明する。
　レヒート除湿運転（冷房主体）モードでは、熱媒体間熱交換器１５ｂで熱源側冷媒の温
熱が熱媒体に伝えられ、暖められた熱媒体がポンプ２１ｂによって配管５内を流動させら
れることになる。また、レヒート除湿運転（冷房主体）モードでは、熱媒体間熱交換器１
５ａで熱源側冷媒の冷熱が熱媒体に伝えられ、冷やされた熱媒体がポンプ２１ａによって
配管５内を流動させられることになる。
【００８９】
　利用側熱交換器２６ａでは、熱媒体が室内空気から吸熱することで、室内の湿度および
温度を下げる。そして、利用側熱交換器２６ｂでは熱媒体が室内空気に放熱することで、
利用側熱交換器２６ａで下がった室内空間７の室温を調整する。この結果、室内空気の温
度及び湿度を調整する。
　また、利用側熱交換器２６ｃでは、熱媒体が取り込んだ外気空気から吸熱することで、
取り込み空気の湿度および温度を下げる。そして、利用側熱交換器２６ｄでは熱媒体が室
内空気に放熱することで、利用側熱交換器２６ｃで下がった取り込み外気を調整して吹き
出し温度を調整する。この結果、室内機２ｂの吹出し空気の温度及び湿度を調整する。
【００９０】
　このとき、熱媒体流量調整装置２５ａ～２５ｄの作用によって熱媒体の流量が室内にて
必要とされる空調負荷または除湿能力を賄うのに必要な流量に制御されて利用側熱交換器
２６ａ～２６ｄに流入するようになっている。詳細は後述する。
　利用側熱交換器２６ｂ、２６ｄを通過し若干温度が低下した熱媒体は、熱媒体流量調整
装置２５ｂ、２５ｄ及び第１熱媒体流路切替装置２２ｂ、２２ｄを通って、熱媒体間熱交
換器１５ｂへ流入し、再びポンプ２１ｂへ吸い込まれる。利用側熱交換器２６ａ、２６ｃ
を通過し若干温度が上昇した熱媒体は、熱媒体流量調整装置２５ａ、２５ｃ及び第１熱媒
体流路切替装置２２ａ、２２ｃを通って、熱媒体間熱交換器１５ａへ流入し、再びポンプ
２１ａへ吸い込まれる。
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【００９１】
　この間、暖かい熱媒体と冷たい熱媒体とは、第１熱媒体流路切替装置２２及び第２熱媒
体流路切替装置２３の作用により、混合することなく、それぞれ温熱負荷（レヒート負荷
）、冷熱負荷（除湿負荷）がある利用側熱交換器２６ａ～２６ｄへ導入される。なお、利
用側熱交換器２６ａ～２６ｄの配管５内では、暖房側（レヒート側）、冷房側（除湿側）
ともに、第２熱媒体流路切替装置２３から熱媒体流量調整装置２５を経由して第１熱媒体
流路切替装置２２へ至る向きに熱媒体が流れている。
　また、室内空間７にて必要とされる空調負荷（除湿負荷およびレヒート負荷）は、暖房
側においては第１温度センサー３１ｂで検知された温度と第２温度センサー３４で検知さ
れた温度との差が、目標温度差ΔＴｍとなるように、熱媒体流量調整装置２５を制御する
ことにより、賄うことができる。また、冷房側においては第２温度センサー３４で検知さ
れた温度と第１温度センサー３１ａで検知された温度との差が、目標温度差ΔＴｍとなる
ように、熱媒体流量調整装置２５を制御することにより、賄うことができる。詳細は後述
する。
【００９２】
　なお、図７においては、熱負荷のない利用側熱交換器２６はないため、熱媒体流量調整
装置２５はすべて開いているが、本発明はこれに限定されない。レヒート除湿運転（冷房
主体）モードを実行する際、熱負荷のない室内機２（サーモオフを含む）へは熱媒体を流
す必要がないため、熱媒体流量調整装置２５により流路を閉じて、利用側熱交換器２６へ
熱媒体が流れないようにする。
【００９３】
［レヒート除湿運転（暖房主体）モード］
　図８は、図２に示す空気調和装置１００のレヒート除湿運転（暖房主体）時における冷
媒の流れを示す冷媒回路図である。この図８では、室内機２ａで室内湿度、室内温度調整
、室内機２ｂで吹出し湿度、吹出し温度調整をする場合を例に、レヒート除湿運転（暖房
主体）モードについて説明する。なお、図８では、太線で表された配管が冷媒（熱源側冷
媒及び熱媒体）の循環する配管を示している。また、図８では、熱源側冷媒の流れ方向を
実線矢印で、熱媒体の流れ方向を破線矢印で示している。
【００９４】
　図８に示すレヒート除湿運転（暖房主体）モードの場合、室外機１では、第１冷媒流路
切替装置１１を、圧縮機１０から吐出された熱源側冷媒を熱源側熱交換器１２へ流入させ
るように切り替える。熱媒体変換機３では、ポンプ２１ａ及びポンプ２１ｂを駆動させ、
熱媒体流量調整装置２５ａ～２５ｄを開放する。
　また、第１熱媒体流路切替装置２２ａ、２２ｃ、第２熱媒体流路切替装置２３ａ、２３
ｃを熱媒体間熱交換器１５ａ側の流路に切り替えて、熱媒体間熱交換器１５ａと利用側熱
交換器２６ａおよび２６ｃとの間を熱媒体が循環するようにする。第１熱媒体流路切替装
置２２ｂ、２２ｄ、第２熱媒体流路切替装置２３ｂ、２３ｄを熱媒体間熱交換器１５ｂ側
の流路に切り替えて、熱媒体間熱交換器１５ｂと利用側熱交換器２６ｂおよび２６ｄとの
間を熱媒体が循環するようにする。
【００９５】
　まず始めに、冷媒循環回路Ａにおける熱源側冷媒の流れについて説明する。
　低温低圧の冷媒が圧縮機１０によって圧縮され、高温高圧のガス冷媒となって吐出され
る。圧縮機１０から吐出された高温高圧のガス冷媒は、第１冷媒流路切替装置１１、逆止
弁１３ｂを通り、室外機１から流出する。室外機１から流出した高温高圧のガス冷媒は、
冷媒配管４を通って熱媒体変換機３に流入する。熱媒体変換機３に流入した高温高圧のガ
ス冷媒は、第２冷媒流路切替装置１８ｂを通って凝縮器として作用する熱媒体間熱交換器
１５ｂに流入する。
【００９６】
　熱媒体間熱交換器１５ｂに流入したガス冷媒は、熱媒体循環回路Ｂを循環する熱媒体に
放熱しながら液冷媒となる。熱媒体間熱交換器１５ｂから流出した冷媒は、絞り装置１６
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ｂで膨張させられて低圧二相冷媒となる。この低圧二相冷媒は、絞り装置１６ａを介して
蒸発器として作用する熱媒体間熱交換器１５ａに流入する。熱媒体間熱交換器１５ａに流
入した低圧二相冷媒は、熱媒体循環回路Ｂを循環する熱媒体から吸熱することで蒸発し、
熱媒体を冷却する。この低圧二相冷媒は、熱媒体間熱交換器１５ａから流出し、第２冷媒
流路切替装置１８ａを介し、熱媒体変換機３から流出し、再び室外機１へ流入する。
【００９７】
　室外機１に流入した冷媒は、逆止弁１３ｃを通って、蒸発器として作用する熱源側熱交
換器１２に流入する。そして、熱源側熱交換器１２に流入した冷媒は、熱源側熱交換器１
２で室外空気から吸熱して、低温低圧のガス冷媒となる。熱源側熱交換器１２から流出し
た低温低圧のガス冷媒は、第１冷媒流路切替装置１１及びアキュムレーター１９を介して
圧縮機１０へ再度吸入される。
【００９８】
　このとき、第２冷媒流路切替装置１８ａは低圧側配管と連通されており、一方、第２冷
媒流路切替装置１８ｂは高圧側配管と連通されている。絞り装置１６ａは全開、開閉装置
１７ａ、１７ｂは閉となっている。
　また、絞り装置１６ｂは、後述する目標凝縮温度、目標蒸発温度に基づき開度が制御さ
れる。又は、絞り装置１６ｂは、第３温度センサー３５ａで検知された温度と第３温度セ
ンサー３５ｂで検知された温度との差として得られるスーパーヒート（ＳＨ）が、後述す
る目標値となるように開度が制御される。また、絞り装置１６ｂは、第１圧力センサー３
６で検知された圧力を飽和温度に換算した値と第３温度センサー３５ｄで検知された温度
との差として得られるサブクール（ＳＣ）が、目標値となるように開度が制御される。詳
細は後述する。なお、絞り装置１６ｂを全開とし、絞り装置１６ａでスーパーヒートまた
はサブクールを制御するようにしてもよい。
【００９９】
　次に、熱媒体循環回路Ｂにおける熱媒体の流れについて説明する。
　レヒート除湿運転（暖房主体）モードでは、熱媒体間熱交換器１５ｂで熱源側冷媒の温
熱が熱媒体に伝えられ、暖められた熱媒体がポンプ２１ｂによって配管５内を流動させら
れることになる。また、レヒート除湿運転（冷房主体）モードでは、熱媒体間熱交換器１
５ａで熱源側冷媒の冷熱が熱媒体に伝えられ、冷やされた熱媒体がポンプ２１ａによって
配管５内を流動させられることになる。
【０１００】
　利用側熱交換器２６ａでは、熱媒体が室内空気から吸熱することで、室内の湿度および
温度を下げる。そして、利用側熱交換器２６ｂでは熱媒体が室内空気に放熱することで、
利用側熱交換器２６ａで下がった室内空間７の室温を調整する。この結果、室内空気の温
度及び湿度を調整する。
　また、利用側熱交換器２６ｃでは、熱媒体が取り込んだ外気空気から吸熱することで、
取り込み空気の湿度および温度を下げる。そして、利用側熱交換器２６ｄでは熱媒体が室
内空気に放熱することで、利用側熱交換器２６ｃで下がった取り込み外気を調整して吹き
出し温度を調整する。この結果、室内機２ｂの吹出し空気の温度及び湿度を調整する。
【０１０１】
　このとき、熱媒体流量調整装置２５ａ～２５ｄの作用によって熱媒体の流量が室内にて
必要とされる空調負荷または除湿能力を賄うのに必要な流量に制御されて利用側熱交換器
２６ａ～２６ｄに流入するようになっている。詳細は後述する。
　利用側熱交換器２６ｂ、２６ｄを通過し若干温度が低下した熱媒体は、熱媒体流量調整
装置２５ｂ、２５ｄ及び第１熱媒体流路切替装置２２ｂ、２２ｄを通って、熱媒体間熱交
換器１５ｂへ流入し、再びポンプ２１ｂへ吸い込まれる。利用側熱交換器２６ａ、２６ｃ
を通過し若干温度が上昇した熱媒体は、熱媒体流量調整装置２５ａ、２５ｃ及び第１熱媒
体流路切替装置２２ａ、２２ｃを通って、熱媒体間熱交換器１５ａへ流入し、再びポンプ
２１ａへ吸い込まれる。
【０１０２】
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　この間、暖かい熱媒体と冷たい熱媒体とは、第１熱媒体流路切替装置２２及び第２熱媒
体流路切替装置２３の作用により、混合することなく、それぞれ温熱負荷（レヒート負荷
）、冷熱負荷（除湿負荷）がある利用側熱交換器２６ａ～２６ｄへ導入される。なお、利
用側熱交換器２６ａ～２６ｄの配管５内では、暖房側（レヒート側）、冷房側（除湿側）
ともに、第２熱媒体流路切替装置２３から熱媒体流量調整装置２５を経由して第１熱媒体
流路切替装置２２へ至る向きに熱媒体が流れている。
　また、室内空間７にて必要とされる空調負荷（除湿負荷およびレヒート負荷）は、暖房
側においては第１温度センサー３１ｂで検知された温度と第２温度センサー３４で検知さ
れた温度との差が、目標温度差ΔＴｍとなるように、熱媒体流量調整装置２５を制御する
ことにより、賄うことができる。また、冷房側においては第２温度センサー３４で検知さ
れた温度と第１温度センサー３１ａで検知された温度との差が、目標温度差ΔＴｍとなる
ように、熱媒体流量調整装置２５を制御することにより、賄うことができる。詳細は後述
する。
【０１０３】
　なお、図８においては、熱負荷のない利用側熱交換器２６はないため、熱媒体流量調整
装置２５はすべて開いているが、本発明はこれに限定されない。レヒート除湿運転（暖房
主体）モードを実行する際、熱負荷のない室内機２（サーモオフを含む）へは熱媒体を流
す必要がないため、熱媒体流量調整装置２５により流路を閉じて、利用側熱交換器２６へ
熱媒体が流れないようにする。
【０１０４】
　以上により、１次ループとなる冷媒循環回路Ａの熱源側冷媒と、２次ループとなる熱媒
体循環回路Ｂの熱媒体とが熱交換し、冷却された熱媒体が流れる利用側熱交換器２６によ
って冷却除湿された空気と、加熱された熱媒体が流れる利用側熱交換器２６によって加熱
された空気とを混合して吹き出すレヒート除湿運転を実行する。
　このため、熱媒体の温度変動が緩和され、室内空気の温度及び湿度の変動を抑制するこ
とができる。よって、室内の温度及び湿度が安定したものとなり、室内の快適性を向上す
ることができる。
【０１０５】
［熱媒体の循環量制御］
　次に、レヒート除湿運転（暖房主体）モード及びレヒート除湿運転（冷房主体）モード
（総称して、レヒート除湿運転モードと称することもある）における、熱媒体の流量制御
を説明する。
【０１０６】
［室内空気吸込みタイプである室内機２ａの制御］
　まず、室内空気吸込みタイプである室内機２ａの制御を図９により説明する。
　図９は、本発明の実施の形態に係るレヒート除湿運転モード時における熱媒体の循環量
制御を説明する空気線図である。図９（ａ）は、利用側熱交換器２６ａ（以下、メイン側
熱交換器とも称する）の目標温度差ΔＴｍを説明する空気線図である。図９（ｂ）は、利
用側熱交換器２６ｂ（以下、レヒート側熱交換器とも称する）の目標温度差ΔＴｍを説明
する空気線図である。
【０１０７】
［メイン側熱交換器］
　図９（ａ）に示すように、室内機２ａに吸い込まれる空気の温度及び湿度と、目標温度
Ｘｍ及び目標湿度Ｙｍとの差に応じて、空気の温度と湿度との相関関係を示す空気線図を
複数の領域に区分する。そして、複数の領域毎に目標温度差ΔＴｍ（熱交換能力）が予め
設定される。例えば、吸込空気温度センサー３９の検出値をＸ、吸込空気湿度センサー４
０の検出値をＹとした場合、温度範囲を、Ｘ－Ｘｍ≧１℃、１＞Ｘ－Ｘｍ≧－１℃、Ｘ－
Ｘｍ＜－１℃、の３つの範囲に区切る。また、湿度範囲を、Ｙ－Ｙｍ≧５％、５％＞Ｙ－
Ｙｍ≧－５％、Ｙ－Ｙｍ＜－５％、の３つの範囲に区切る。そして、温度範囲と湿度範囲
のそれぞれを組み合わせた９つの領域に区切る。なお、この例では湿度は相対湿度検知と
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する。
【０１０８】
　９つの領域のそれぞれに、(1)～(4)の目標温度差ΔＴｍ（熱交換能力）を予め設定する
。ここでは、例えば、(1)は目標温度差ΔＴｍ＝２、(2)は目標温度差ΔＴｍ＝３、(3)は
目標温度差ΔＴｍ＝５、(4)は目標温度差ΔＴｍ＝７に設定される。このように、メイン
側熱交換器の目標温度差ΔＴｍは、吸い込まれる空気の温度が高く、湿度が高いほど、目
標温度差ΔＴｍ（熱交換能力）を大きく設定する。なお、図９（ａ）の例では、空気線図
を９つの領域に区分したが、本発明はこれに限定されず、任意の数に区分しても良い。
【０１０９】
　制御装置は、第１温度センサー３１ａで検知された温度と第２温度センサー３４ａで検
知された温度との差が、目標温度差ΔＴｍとなるように、熱媒体流量調整装置２５ａの開
度（開口面積）を制御する。即ち、メイン側熱交換器へ流入する前の熱媒体の温度と、メ
イン側熱交換器から流出した後の熱媒体の温度の差が、目標温度差ΔＴｍよりも大きい場
合には、熱交換能力を増加させるため、熱媒体流量調整装置２５ａの開度を増加させる。
一方、メイン側熱交換器へ流入する前の熱媒体の温度と、メイン側熱交換器から流出した
後の熱媒体の温度の差が、目標温度差ΔＴｍよりも小さい場合には、熱交換能力を減少さ
せるため、熱媒体流量調整装置２５ａの開度を減少させる。
【０１１０】
　なお、室内機２ａに吸い込まれる空気の温度が、目標温度Ｘｍよりも所定値以上小さい
場合には、熱媒体の循環を停止させ、過度の温度低下を防ぐようにしても良い。例えば、
制御装置は、Ｘ－Ｘｍ＜－５を検知した場合は、熱媒体流量調整装置２５ａを全閉とする
。
【０１１１】
［レヒート側熱交換器］
　図９（ｂ）に示すように、室内機２ａに吸い込まれる空気の温度と目標温度Ｘｍとの差
に応じて、空気線図を複数の領域に区分する。そして、複数の領域毎に目標温度差ΔＴｍ
（熱交換能力）が予め設定される。例えば、吸込空気温度センサー３９の検出値をＸとし
た場合、温度範囲を、０．５＞Ｘ－Ｘｍ≧－１、－１＞Ｘ－Ｘｍ≧－２、Ｘ－Ｘｍ＜－２
、の３つの範囲に区切る。
【０１１２】
　３つの領域のそれぞれに、(1)～(3)の目標温度差ΔＴｍ（熱交換能力）を予め設定する
。ここでは、例えば、(1)は目標温度差ΔＴｍ＝２、(2)は目標温度差ΔＴｍ＝４、(3)は
目標温度差ΔＴｍ＝６、に設定される。このように、レヒート側熱交換器の目標温度差Δ
Ｔｍは、吸い込まれる空気の温度が低いほど、目標温度差ΔＴｍ（熱交換能力）を大きく
設定する。なお、図９（ｂ）の例では、空気線図を３つの領域に区分したが、本発明はこ
れに限定されず、任意の数に区分しても良い。
【０１１３】
　制御装置は、第１温度センサー３１ｂで検知された温度と第２温度センサー３４ｂで検
知された温度との差が、目標温度差ΔＴｍとなるように、熱媒体流量調整装置２５ｂの開
度（開口面積）を制御する。即ち、レヒート側熱交換器へ流入する前の熱媒体の温度と、
レヒート側熱交換器から流出した後の熱媒体の温度の差が、目標温度差ΔＴｍよりも大き
い場合には、熱交換能力を増加させるため、熱媒体流量調整装置２５ｂの開度を増加させ
る。一方、レヒート側熱交換器へ流入する前の熱媒体の温度と、レヒート側熱交換器から
流出した後の熱媒体の温度の差が、目標温度差ΔＴｍよりも小さい場合には、熱交換能力
を減少させるため、熱媒体流量調整装置２５ｂの開度を減少させる。
【０１１４】
　なお、室内機２ａに吸い込まれる空気の温度が、目標温度Ｘｍよりも所定値以上大きい
場合には、熱媒体の循環を停止させ、過度の温度上昇を防ぐようにしても良い。例えば、
制御装置は、Ｘ－Ｘｍ≧０．５を検知した場合は、熱媒体流量調整装置２５ｂを全閉とす
る。
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【０１１５】
　以上により、レヒート除湿運転モードにおいて、室内空気吸込みタイプである室内機２
ａに吸い込まれる室内空気の温度及び湿度を制御することができる。
【０１１６】
［外気吸込タイプである室内機２ｂの制御］
　次に、外気吸込タイプである室内機２ｂの制御を図１０により説明する。
　図１０は、本発明の実施の形態に係るレヒート除湿運転モード時における熱媒体の循環
量制御を説明する空気線図である。図１０（ａ）は、利用側熱交換器２６ｃ（以下、メイ
ン側熱交換器とも称する）の目標温度差ΔＴｍを説明する空気線図である。図１０（ｂ）
は、利用側熱交換器２６ｂ（以下、レヒート側熱交換器とも称する）の目標温度差ΔＴｍ
を説明する空気線図である。
【０１１７】
［メイン側熱交換器］
　図１０（ａ）に示すように、室内機２ｂから吹き出される空気の温度及び湿度と、目標
温度Ｘｍ及び目標湿度Ｙｍとの差に応じて、空気の温度と湿度との相関関係を示す空気線
図を複数の領域に区分する。そして、複数の領域毎に目標温度差ΔＴｍ（熱交換能力）が
予め設定される。例えば、吹出空気温度センサー４１の検出値をＸ、吹出空気湿度センサ
ー４２の検出値をＹとした場合、温度範囲を、Ｘ－Ｘｍ≧１℃、１＞Ｘ－Ｘｍ≧－１℃、
Ｘ－Ｘｍ＜－１℃、の３つの範囲に区切る。また、湿度範囲を、Ｙ－Ｙｍ≧５％、５％＞
Ｙ－Ｙｍ≧－５％、Ｙ－Ｙｍ＜－５％、の３つの範囲に区切る。そして、温度範囲と湿度
範囲のそれぞれを組み合わせた９つの領域に区切る。なお、この例では湿度は相対湿度検
知とする。
【０１１８】
　９つの領域のそれぞれに、(1)～(4)の目標温度差ΔＴｍ（熱交換能力）を予め設定する
。ここでは、例えば、(1)は目標温度差ΔＴｍ＝２、(2)は目標温度差ΔＴｍ＝３、(3)は
目標温度差ΔＴｍ＝５、(4)は目標温度差ΔＴｍ＝７に設定される。このように、メイン
側熱交換器の目標温度差ΔＴｍは、吹き出される空気の温度が高く、湿度が高いほど、目
標温度差ΔＴｍ（熱交換能力）を大きく設定する。なお、図１０（ａ）の例では、空気線
図を９つの領域に区分したが、本発明はこれに限定されず、任意の数に区分しても良い。
【０１１９】
　制御装置は、第１温度センサー３１ａで検知された温度と第２温度センサー３４ｃで検
知された温度との差が、目標温度差ΔＴｍとなるように、熱媒体流量調整装置２５ｃの開
度（開口面積）を制御する。即ち、メイン側熱交換器へ流入する前の熱媒体の温度と、メ
イン側熱交換器から流出した後の熱媒体の温度の差が、目標温度差ΔＴｍよりも大きい場
合には、熱交換能力を増加させるため、熱媒体流量調整装置２５ｃの開度を増加させる。
一方、メイン側熱交換器へ流入する前の熱媒体の温度と、メイン側熱交換器から流出した
後の熱媒体の温度の差が、目標温度差ΔＴｍよりも小さい場合には、熱交換能力を減少さ
せるため、熱媒体流量調整装置２５ｃの開度を減少させる。
【０１２０】
　なお、室内機２ａから吹き出される空気の温度が、目標温度Ｘｍよりも所定値以上小さ
い場合には、熱媒体の循環を停止させ、過度の温度低下を防ぐようにしても良い。例えば
、制御装置は、Ｘ－Ｘｍ＜－５を検知した場合は、熱媒体流量調整装置２５ｃを全閉とす
る。
【０１２１】
［レヒート側熱交換器］
　図１０（ｂ）に示すように、室内機２ｂから吹き出される空気の温度と目標温度Ｘｍと
の差に応じて、空気線図を複数の領域に区分する。そして、複数の領域毎に目標温度差Δ
Ｔｍ（熱交換能力）が予め設定される。例えば、吹出空気温度センサー４１の検出値をＸ
とした場合、温度範囲を、０．５＞Ｘ－Ｘｍ≧－１、－１＞Ｘ－Ｘｍ≧－２、Ｘ－Ｘｍ＜
－２、の３つの範囲に区切る。
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【０１２２】
　３つの領域のそれぞれに、(1)～(3)の目標温度差ΔＴｍ（熱交換能力）を予め設定する
。ここでは、例えば、(1)は目標温度差ΔＴｍ＝２、(2)は目標温度差ΔＴｍ＝４、(3)は
目標温度差ΔＴｍ＝６、に設定される。このように、レヒート側熱交換器の目標温度差Δ
Ｔｍは、吸い込まれる空気の温度が低いほど、目標温度差ΔＴｍ（熱交換能力）を大きく
設定する。なお、図１０（ｂ）の例では、空気線図を３つの領域に区分したが、本発明は
これに限定されず、任意の数に区分しても良い。
【０１２３】
　制御装置は、第１温度センサー３１ｂで検知された温度と第２温度センサー３４ｄで検
知された温度との差が、目標温度差ΔＴｍとなるように、熱媒体流量調整装置２５ｄの開
度（開口面積）を制御する。即ち、レヒート側熱交換器へ流入する前の熱媒体の温度と、
レヒート側熱交換器から流出した後の熱媒体の温度の差が、目標温度差ΔＴｍよりも大き
い場合には、熱交換能力を増加させるため、熱媒体流量調整装置２５ｄの開度を増加させ
る。一方、レヒート側熱交換器へ流入する前の熱媒体の温度と、レヒート側熱交換器から
流出した後の熱媒体の温度の差が、目標温度差ΔＴｍよりも小さい場合には、熱交換能力
を減少させるため、熱媒体流量調整装置２５ｄの開度を減少させる。
【０１２４】
　なお、室内機２ｂから吹き出される空気の温度が、目標温度Ｘｍよりも所定値以上大き
い場合には、熱媒体の循環を停止させ、過度の温度上昇を防ぐようにしても良い。例えば
、制御装置は、Ｘ－Ｘｍ≧０．５を検知した場合は、熱媒体流量調整装置２５ｄを全閉と
する。
【０１２５】
　以上により、レヒート除湿運転モードにおいて、外気吸込タイプである室内機２ｂから
吹き出される空気の温度及び湿度を制御することができる。
【０１２６】
［熱媒体の温度制御］
　次に、レヒート除湿運転モードにおける、熱媒体の温度制御を説明する。
　図１１は、本発明の実施の形態に係る空気調和装置の熱媒体温度制御への切り替え動作
を示すフローチャートである。以下、図１１の各ステップに基づき説明する。
　空気調和装置１００の運転が開始すると（ステップ１）、制御装置は、熱媒体温度制御
への切り替え動作を開始し、レヒート除湿運転モードを実行している室内機２の有無を判
断する（ステップ２）。レヒート除湿運転モードを実行している室内機２が有る場合、制
御装置は、レヒート除湿運転モードを実行している室内機２が、外気吸込タイプの室内機
２ｂであるか否かを判断する（ステップ３）。
【０１２７】
　レヒート除湿運転モードを実行している室内機２が、外気吸込タイプの室内機２ｂであ
る場合、制御装置は、目標温度Ｘｍと目標湿度Ｙｍと基づき露点温度Ｚｍを求める。そし
て、室内機２ｂのメイン側熱交換器を流れる熱媒体の温度の目標値（冷房目標熱媒体温度
）を、露点温度Ｚｍに設定する。また、室内機２ｂのレヒート側熱交換器を流れる熱媒体
の温度の目標値（暖房目標熱媒体温度）を、所定の値（例えば５０℃）に設定する。そし
て、後述する熱媒体温度制御を実行する（ステップ４）。
【０１２８】
　レヒート除湿運転モードを実行している室内機２が、室内空気吸込みタイプの室内機２
ａである場合、制御装置は、室内機２ａのメイン側熱交換器を流れる熱媒体の温度の目標
値（冷房目標熱媒体温度）を、所定の値（例えば５℃）に設定する。また、室内機２ａの
レヒート側熱交換器を流れる熱媒体の温度の目標値（暖房目標熱媒体温度）を、所定の値
（例えば５０℃）に設定する。そして、後述する熱媒体温度制御を実行する（ステップ５
）。
【０１２９】
　レヒート除湿運転モードを実行している室内機２が無い場合、制御装置は、後述する熱
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媒体温度制御を実行せず、上述した、全暖房運転モード、全冷房運転モード、冷房主体運
転モード、暖房主体運転モードにおける制御を実施する（ステップ６）。
【０１３０】
　制御装置は、空気調和装置１００の運転が停止したか否かを判断し（ステップ７）、運
転が停止していない場合は、ステップ２へ戻り、運転が停止した場合には本制御を終了す
る（ステップ８）。
【０１３１】
　図１２は、本発明の実施の形態に係る空気調和装置の熱媒体温度制御を示すフローチャ
ートである。以下、図１２の各ステップに基づき説明する。
　熱媒体温度制御が開始すると（ステップ１１）、制御装置は、暖房目標冷媒温度に基づ
き、凝縮器として作用する熱媒体間熱交換器１５ｂの熱源側冷媒の温度の目標値（目標凝
縮温度）を設定する。また、冷房目標冷媒温度に基づき、蒸発器として作用する熱媒体間
熱交換器１５ａの熱源側冷媒の温度の目標値（目標蒸発温度）を設定する。さらに、冷媒
循環回路Ａにおける、スーパーヒートの目標値（目標ＳＨ）及びスーパークールの目標値
（目標ＳＣ）を設定する。例えば、目標凝縮温度は、暖房目標冷媒温度に所定値を加えた
温度（例えば、目標凝縮温度＝暖房目標冷媒温度＋５℃）に設定する。目標蒸発温度は、
冷房目標冷媒温度から所定値を減じた温度であって、下限温度（例えば－２℃）を超える
温度（例えば、目標蒸発温度＝冷房目標水温度－５℃＞－２℃）に設定する。目標ＳＨ及
び目標ＳＣは、所定値（例えば、目標ＳＨ＝２、目標ＳＣ＝１０）に設定する（ステップ
２）。
【０１３２】
　制御装置は、熱媒体温度制御の開始から所定時間（例えば２０分）経過したか否かを判
断し（ステップ１３）、所定時間経過していない場合には、ステップ１２へ戻り、所定時
間経過した場合にはステップ１４へ進む。
【０１３３】
　制御装置は、冷房目標冷媒温度と、メイン側熱交換器を流れる熱媒体の温度（第２温度
センサー３４ａ、３４ｃの検出値）との差が、所定の温度（例えば、３℃）より大きいか
否かを判定する（ステップ１４）。
【０１３４】
　ステップ１４の判定を満足する場合、制御装置は、目標蒸発温度を、冷房目標冷媒温度
から第２所定値（例えば７℃）を減じた温度であって、下限温度（例えば－２℃）を超え
る温度（例えば、目標蒸発温度＝冷房目標水温度－７℃＞－２℃）に設定する（ステップ
１５）。
　ステップ１４の判定を満足しない場合、制御装置は、目標蒸発温度を、冷房目標冷媒温
度から第３所定値（例えば５℃）を減じた温度であって、下限温度（例えば－２℃）を超
える温度（例えば、目標蒸発温度＝冷房目標水温度－５℃＞－２℃）に設定する（ステッ
プ１６）。なお、第３所定値は、第２所定値よりも小さい値である。制御装置は、目標蒸
発温度及び目標凝縮温度に基づき、冷媒循環回路Ａにおける圧縮機１０、絞り装置１６ａ
等を制御する。
【０１３５】
　制御装置は、熱媒体温度制御が終了したか否かを判断し（ステップ１７）、終了してい
ない場合は、ステップ１４へ戻り、終了した場合には本制御を終了する（ステップ１８）
。
【０１３６】
　以上により、１次ループとなる冷媒循環回路Ａの熱源側冷媒の温度変動によって、２次
ループとなる熱媒体循環回路Ｂの熱媒体の温度が変動するので、熱媒体の温度変動が緩和
され、室内空気の温度及び湿度の変動を抑制することができる。よって、室内の温度及び
湿度が安定したものとなり、室内の快適性を向上することができる。
　また、冷媒循環回路Ａにおける目標蒸発温度及び目標凝縮温度を、熱媒体循環回路Ｂの
熱媒体の冷房目標熱媒体温度及び暖房目標熱媒体温度によって設定するので、１次ループ
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度及び湿度が安定したものとなり、室内の快適性を向上することができる。
【０１３７】
　なお、上記説明では、熱媒体の循環量制御と、熱媒体の温度制御とを行う場合を説明し
たが、本発明はこれに限定されない。熱媒体の循環量制御、又は熱媒体の温度制御の何れ
か一方のみを行ってもよい。また、室内機２ａ及び室内機２ｂのうちの少なくとも一方で
、熱媒体の循環量制御及び温度制御の少なくとも一方を行うようにすればよい。
【０１３８】
［変形例］
　図１３は、本発明の実施の形態に係る空気調和装置の熱媒体温度制御の変形例を示すフ
ローチャートである。以下、図１３の各ステップに基づき、図１２との相違点を中心に説
明する。
【０１３９】
　ステップ２１～２４は、図１２のステップ１１～１４と同じである。
　ステップ２４の判定を満足する場合、制御装置は、目標ＳＨを第２所定値（例えば２）
に設定する（ステップ２５）。
　ステップ２４の判定を満足しない場合、制御装置は、目標ＳＨを、第３所定値（例えば
５）に設定する（ステップ２５）。なお、第３所定値は、第２所定値よりも小さい値であ
る。制御装置は、目標ＳＨ及び目標ＳＣに基づき、冷媒循環回路Ａにおける圧縮機１０、
絞り装置１６ａ等を制御する。
　ステップ２７、２８は、図１２のステップ１７、１８と同じである。
【０１４０】
　このように、目標ＳＨ及び目標ＳＣに冷媒循環回路Ａの熱源側冷媒の温度を制御するよ
うにしても良い。この場合においても同様の効果を得ることができる。
【０１４１】
　なお、本実施の形態では、室内機２はレヒート除湿運転を実施するタイプのみであった
が、通常の冷房、暖房のみを行う室内機も併設しても良い。
【符号の説明】
【０１４２】
　１　室外機、２ａ　室内機、２ｂ　室内機、３　熱媒体変換機、４　冷媒配管、４ａ　
第１接続配管、４ｂ　第２接続配管、５　配管、６　室外空間、７　室内空間、８　空間
、９　建物、１０　圧縮機、１１　第１冷媒流路切替装置、１２　熱源側熱交換器、１３
ａ～１３ｄ　逆止弁、１５ａ、１５ｂ　熱媒体間熱交換器、１６ａ、１６ｂ　絞り装置、
１７ａ、１７ｂ　開閉装置、１８ａ、１８ｂ　第２冷媒流路切替装置、１９　アキュムレ
ーター、２１ａ、２１ｂ　ポンプ、２２ａ～２２ｄ　第１熱媒体流路切替装置、２３ａ～
２３ｄ　第２熱媒体流路切替装置、２５ａ～２５ｄ　熱媒体流量調整装置、２６ａ～２６
ｄ　利用側熱交換器、３１ａ、３１ｂ　第１温度センサー、３４ａ～３４ｄ　第２温度セ
ンサー、３５ａ～３５ｄ　第３温度センサー、３６　第１圧力センサー、３７　第２圧力
センサー、３８　第３圧力センサー、３９　吸込空気温度センサー、４０　吸込空気湿度
センサー、４１　吹出空気温度センサー、４２　吹出空気湿度センサー、５０　第４温度
センサー、５２　演算装置、５７　演算装置、１００　空気調和装置、Ａ　冷媒循環回路
、Ｂ　熱媒体循環回路。
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